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６
月
定
例
会
は
、
６
月
５
日
に
招

集
さ
れ
、
６
月
24
日
ま
で
20
日
間
の

会
期
で
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て
、「
生
活

困
窮
者
の
支
援
」、「
緊
急
短
期
雇
用

の
創
出
」、「
医
療
提
供
体
制
の
強
化
」

に
取
り
組
む
た
め
、ま
た
、平
成
29
年

７
月
九
州
北
部
豪
雨
に
よ
り
被
災
し

た
日
田
彦
山
線
沿
線
の
地
域
振
興
を

図
る
た
め
の
令
和
２
年
度
補
正
予
算

議
案
１
件
に
加
え
、「
福
岡
県
日
田
彦

山
線
沿
線
地
域
振
興
基
金
条
例
の
制

定
に
つ
い
て
」な
ど
条
例
議
案
５
件
、

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
関
す
る
議

案
５
件
、人
事
に
関
す
る
議
案
２
件
、

そ
の
他
の
議
案
１
件
、計
14
件
の
議

案
が
知
事
よ
り
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
国
の
令
和
２
年
度
補
正

予
算
（
第
２
号
）
を
最
大
限
活
用
し
、

本
県
に
お
け
る
「
医
療
提
供
体
制
の

強
化
と
感
染
防
止
対
策
の
徹
底
」、

「
事
業
継
続
の
支
援
」、「『
新
し
い
生

活
様
式
』
を
踏
ま
え
た
地
域
経
済
の

活
性
化
」
に
取
り
組
む
た
め
の
令
和

２
年
度
補
正
予
算
議
案
１
件
が
追
加

提
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、議
員
提

出
議
案
と
し
て
、「
福
岡
県
飲
酒
運
転

撲
滅
運
動
の
推
進
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て
」１
件
を
提
出
し
ま
し
た
。

　

審
議
に
当
た
っ
て
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
、
日
田
彦

山
線
の
復
旧
問
題
、
教
育
問
題
、
警

察
問
題
な
ど
県
政
全
般
に
わ
た
り
活

発
な
論
議
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

審
議
の
結
果
、
議
員
提
出
議
案
を

含
む
提
出
さ
れ
た
議
案
16
件
に
つ
い

て
は
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可

決
ま
た
は
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　

定
例
会
閉
会
日
、
議
場
に
お
い
て

一
連
の
採
決
が
終
了
し
た
後
、
議
長

辞
職
の
件
及
び
副
議
長
辞
職
の
件
が

日
程
に
追
加
さ
れ
、
栗
原
渉
議
長
及

び
原
中
誠
志
副
議
長
の
辞
職
が
許
可

さ
れ
ま
し
た
。
引
き
続
き
正
副
議
長

の
選
挙
が
行
わ
れ
、
新
し
い
議
長

に
は
吉
松
源
昭
議
員（
自
民
党
県
議

団
）、副
議
長
に
は
江
藤
秀
之
議
員

（
自
民
党
県
議
団
）が
選
出
さ
れ
ま
し

た
。（
８
面
に
新
し
い
正
副
議
長
の
紹

介
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。）

定
例
会
の
概
要

令
和
二
年
六
月

「福岡県飲酒運転撲滅運動の推進に関する条例」を改正
　福岡県議会では、全国に先駆けた取組として、平成24年２月、飲酒運転で検挙された者に対し、アルコール
依存症に関する受診義務を定め、義務違反には罰則も設けた「福岡県飲酒運転撲滅運動の推進に関する条例」を
議員提案により制定しました。
　さらに、平成27年２月には、同条例の一部を改正し、受診義務の強化等の見直しも行いました。
　これらにより、飲酒運転の事故件数は着実に減少を続けていましたが、残念ながら最近では下げ止まりを見
せるなど、いまだ飲酒運転の撲滅には程遠い状況にある
と言わざるを得ません。
　こうした状況を打開するため、福岡県議会議員提案政
策条例検討会議（座長：香原勝司議員）において、飲酒運
転撲滅に向けた取組をさらに強化し、「飲酒運転は絶対
しない、させない、許さない。そして見逃さない」という
県民の意識づくりをさらに進めるために取り組むべき方
策等について鋭意検討が進められ、今年５月27日には改
正案を取りまとめ、栗原渉議長への報告が行われました。
　この改正案は、その後、議員提案として６月定例会開
会日（６月５日）で可決・成立し、６月19日に公布され
ました。

改正の主な内容

◎飲酒運転基準値未満でも依存症の受診を義務化等
　道路交通法では、酒気帯び運転でもアルコール濃度が基準値未満の場合は検挙せず、警察官による警告
に留めていますが、基準値未満であっても当然違法であり、事故も多数発生しています。また、再び飲酒
運転をし、重大事故を起こす恐れもあります。
　そこで、飲酒習慣に問題がある人を減らして事故防止につなげるため、警告を受けた人に対する県から
の再犯防止指導を新設し、２回検挙された人に義務付けていたアルコール依存症の受診を、警告と検挙の
合計２回、飲酒運転をした人にも義務付けました（拡大）。
◎私用での移動中の飲酒運転でも勤務先、学校等に通知
　条例では、事業所、大学等に所属する社員、学生等が通勤・通学の途上で飲酒運転をした場合、社員等
に対する啓発、研修等の取組を強化していただくことを目的として、その飲酒運転に関する事実を勤務先
等に通知することにしていました。しかし、私用での移動中の飲酒運転が多い実態を踏まえ、今回、通知
対象を拡大しました。
◎「飲酒運転を見逃さない」ための取組の強化
　飲酒運転を見逃さないため、飲酒運転をし、又はしようとする者を目撃した県民の通報を義務化し、ド
ライブレコーダー等の記録の提供を求めることにしました。また、タクシー事業者その他の特定の事業者
には通報訓練の実施又は参加を努力義務としました。
※条例改正の概要及び全文は福岡県議会ホームページをご覧下さい。

【福岡県議会議員提案政策条例検討会議】

自民党県議団 　 香原　勝司（座長）
　　　　　　 　 中牟田伸二
　　　　　　 　 渡辺　勝将
民主県政県議団  渡辺　美穂
　　　　　　 　 佐々木　允
公明党　　　 　 大塚　勝利
　　　　　　 　 西尾　耕治
緑友会　　　 　 江口　善明
　　　　　　 　 堀　　大助

■福岡県の飲酒運転事故発生件数
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●栗原渉議長への条例改正案の報告

５月27日、議員提案政策条例検討会議は、条例改正案を
栗原議長に報告しました。

●議場での提案理由説明

６月５日、条例改正案提案にあたり、座長の香原議員が
議場において提案理由説明を行いました。
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Ｑ　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

か
ら
県
民
の
命
を
守
る
医
療

体
制
の
確
保
や
、「
ア
ジ
ア

防
疫
セ
ン
タ
ー（
仮
称
）」
の

整
備
に
向
け
た
取
り
組
み
に

つ
い
て
。

Ａ　

入
院
病
床
は
現
在
４
９ 

０
床
を
確
保
、
当
面
の
目
標

で
あ
る
５
７
０
床
の
確
保
に

つ
い
て
関
係
医
療
機
関
と
調

整
し
て
い
る
。
宿
泊
療
養
施

設
は
北
九
州
市
、
福
岡
市
、

久
留
米
市
内
の
３
つ
の
ホ
テ

ル
で
合
計
８
２
６
室
を
確
保

し
、
合
計
１
２
０
０
室
の
確

保
に
向
け
ホ
テ
ル
事
業
者
と

調
整
し
て
い
る
。
検
査
体
制

は
帰
国
者
・
接
触
者
外
来
を

31
カ
所
か
ら
59
カ
所
に
増
や

し
、
ド
ラ
イ
ブ
ス
ル
ー
方
式

な
ど
で
診
察
、
検
体
採
取
す

る
専
用
外
来
を
県
内
17
カ
所

に
設
置
し
た
。
現
在
、
県
と

両
政
令
市
の
保
健
環
境
研
究

所
と
民
間
検
査
機
関
を
合
わ

せ
て
１
日
８
５
０
件
程
度
の

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
が
可
能
。「
ア
ジ

ア
防
疫
セ
ン
タ
ー（
仮
称
）」

に
つ
い
て
は
、５
月
の
九
州

地
方
知
事
会
議
で
設
置
へ
の

協
議
開
始
を
提
案
。
国
に

設
置
を
働
き
か
け
て
い
く
。

ま
た
、福
岡
県
へ
の
誘
致
に

つ
な
が
る
よ
う
今
年
度
開
催

す
る
「
ワ
ン
ヘ
ル
ス
国
際

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
通
し
て
機

運
を
醸
成
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ　

中
学
及
び
高
校
の
全
国

大
会
中
止
関
連
で
県
大
会
も

中
止
と
な
っ
た
が
、
最
終
学

年
で
あ
る
中
学
３
年
・
高
校

３
年
生
が
練
習
の
成
果
を
発

表
す
る
場
の
設
定
は
重
要
。

県
は
積
極
的
に
関
わ
る
べ
き

だ
。

Ａ　

県
教
育
委
員
会
と
連
携

し
な
が
ら
代
替
大
会
の
在
り

方
に
つ
い
て
検
討
し
て
き

た
。県
教
委
は
関
係
団
体
と

協
議
を
進
め
て
お
り
、
県
と

し
て
も
予
算
措
置
な
ど
で
き

る
限
り
支
援
す
る
。
県
教
委

は
代
替
大
会
の
開
催
に
際
し

共
催
す
る
と
と
も
に
、
統
一

し
た
大
会
テ
ー
マ
を
掲
げ
る

な
ど
、
３
年
生
に
と
っ
て
思

い
出
に
残
る
大
会
に
な
る
よ

う
主
体
的
に
関
わ
っ
て
い

く
。

Ｑ　

日
田
彦
山
線
の
復
旧
問

題
に
つ
い
て
、
Ｊ
Ｒ
九
州
と

ど
の
よ
う
な
交
渉
を
し
た
の

か
。
今
議
会
に
基
金
設
置
条

例
な
ど
を
提
案
し
て
い
る

が
、
ど
の
よ
う
な
振
興
策
を

念
頭
に
置
い
て
い
る
の
か
。

Ａ　

栗
原
議
長
と
Ｊ
Ｒ
九
州

本
社
を
訪
ね
、
青
柳
社
長

に
、
一
日
も
早
く
彦
山
駅
か

ら
宝
珠
山
駅
ま
で
を
専
用
道

区
間
と
す
る
Ｂ
Ｒ
Ｔ
（
バ
ス

高
速
輸
送
シ
ス
テ
ム
）で
復

旧
し
、将
来
に
わ
た
り
維
持

す
る
こ
と
、
地
域
の
思
い
を

受
け
止
め
、
一
緒
に
利
便
性

の
向
上
、
地
域
振
興
に
取
り

組
む
こ
と
を
要
請
し
た
。
Ｂ

Ｒ
Ｔ
を
活
か
し
て
地
域
の
発

展
に
つ
な
げ
て
い
く
に
は
長

期
的
な
取
り
組
み
が
必
要

で
、
基
金
創
設
を
提
案
。
基

金
を
活
用
し
た
具
体
的
な
振

興
策
は
、
東
峰
村
や
添
田
町

と
協
議
し
な
が
ら
検
討
し
、

地
域
の
皆
さ
ま
と
一
緒
に

な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

Ｑ　

熱
中
症
が
懸
念
さ
れ
る

暑
さ
の
中
、
マ
ス
ク
着
用
と

熱
中
症
対
策
と
の
考
え
方
を

問
う
。

Ａ　

マ
ス
ク
は
飛
沫
の
拡
散

予
防
に
有
効
で
「
新
し
い
生

活
様
式
」
で
も
基
本
的
な
感

染
対
策
と
し
て
着
用
を
お
願

い
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
高

温
や
多
湿
と
い
っ
た
環
境
下

で
の
マ
ス
ク
着
用
は
、
心
拍

数
や
呼
吸
数
、
体
感
温
度
の

上
昇
な
ど
身
体
に
負
担
が
か

か
る
こ
と
が
あ
り
、
熱
中
症

の
リ
ス
ク
が
高
く
な
る
恐
れ

が
あ
る
。
こ
の
た
め
「
屋
外

で
人
と
十
分
な
距
離
が
で
き

る
場
合
は
マ
ス
ク
を
は
ず

す
」
こ
と
、「
周
囲
の
人
と
の

距
離
を
十
分
に
取
れ
る
場
所

で
マ
ス
ク
を
一
時
的
に
は
ず

し
て
休
憩
す
る
」
な
ど
、
ど

う
い
う
場
合
に
マ
ス
ク
を
は

ず
し
て
い
い
か
、
県
民
に
分

か
り
や
す
く
示
し
、
熱
中
症

の
予
防
を
図
り
な
が
ら
「
新

し
い
生
活
様
式
」
が
定
着
す

る
た
め
の
取
り
組
み
を
進
め

る
。

Ｑ　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
に
よ
る
農
業
へ
の

影
響
を
踏
ま
え
、
ど
の
よ
う

な
対
策
を
行
っ
て
い
く
の
か
。

Ａ　

県
で
は
３
月
11
日
に
普

及
指
導
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
相

談
窓
口
を
設
置
し
て
農
業
者

か
ら
の
資
金
繰
り
な
ど
、
経

営
相
談
に
き
め
細
か
く
対
応

し
て
き
た
。ま
た
、生
産
者
団

体
と
連
携
し
、
県
庁
ロ
ビ
ー

に
花
を
飾
る
と
と
も
に
、
バ

タ
ー
や
花
き
な
ど
の
購
入
を

県
職
員
に
斡
旋
し
、
県
庁
自

ら
消
費
の
確
保
に
取
り
組
ん

で
き
た
。
５
月
２
日
か
ら
は

「
福
岡
県
ウ
ェ
ブ
物
産
展
」

を
開
始
、
約
２
千
万
円
を
売

り
上
げ
た
。
労
働
力
不
足
対

策
と
し
て
は
、
人
材
雇
用
に

必
要
な
賃
金
等
の
掛
か
り
増

し
経
費
の
助
成
ほ
か
、
高
性

能
省
力
機
械
の
導
入
を
支
援

す
る
。
さ
ら
に
今
議
会
で
、

農
作
業
な
ど
に
短
時
間
従
事

す
る
人
を
雇
用
す
る
た
め
の

補
正
予
算
を
提
案
。
今
後
と

も
本
県
農
業
者
の
経
営
が
継

続
さ
れ
る
よ
う
、
し
っ
か
り

取
り
組
ん
で
い
く
。

Ｑ　

災
害
時
に
お
け
る
避
難

所
の
感
染
症
対
策
は
。

Ａ　

県
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
応
し

た
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
作
成
す
る
指
針
を
作
成
し
、

５
月
１
日
に
市
町
村
に
示
し

た
。
６
月
１
日
時
点
で
35
市

町
村
が
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
、

残
る
市
町
村
も
作
成
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。
避
難
所

の
感
染
症
対
策
を
終
え
て
い

な
い
市
町
村
は
、
遅
く
と
も

６
月
中
に
終
え
る
よ
う
県
よ

り
直
接
出
向
い
て
働
き
か
け

を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、県
で

は
、市
町
村
の
備
蓄
を
補
完
す

る
た
め
マ
ス
ク
、消
毒
液
、体

温
計
の
調
達
を
進
め
て
い
る
。

避
難
所
に
お
け
る
感
染
防
止

対
策
に
有
効
な
段
ボ
ー
ル

ベ
ッ
ド
に
つ
い
て
は
、
既
に

県
で
60
台
を
備
蓄
。
関
係
団

体
と
協
定
を
締
結
し
、段
ボ
ー

ル
ベ
ッ
ド
や
間
仕
切
り
板
等

の
供
給
を
速
や
か
に
受
け
ら

れ
る
体
制
を
整
備
し
て
い
る
。

Ｑ　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
に
つ
い
て
、
こ

れ
ま
で
に
会
派
で
２
回
、
知

事
に
提
言
書
を
提
出
し
た
。

進
捗
状
況
は
。

Ａ　

１
０
３
項
目
の
提
言
を

い
た
だ
き
、
現
在
実
施
済

み
ま
た
は
一
部
実
施
済
み
が

９
割
を
超
え
る
。
具
体
的

に
は
、Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
は
帰
国

者
・
接
触
者
外
来
を
31
カ
所

か
ら
59
カ
所
に
増
や
し
、
ド

ラ
イ
ブ
ス
ル
ー
方
式
な
ど
で

診
察
、検
体
採
取
を
実
施
す

る
専
門
外
来
を
県
内
17
カ
所

に
設
置
。
必
要
な
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
が
迅
速
に
行
え
る
体
制
を

確
保
し
て
い
る
。
労
働
者
等

の
支
援
は
、
失
業
者
等
を
対

象
に
県
の
会
計
年
度
任
用
職

員
と
い
う
形
で
募
集
し
50
人

を
採
用
。
学
生
、留
学
生
を

含
め
働
く
場
を
失
っ
た
人

に
、市
町
村
と
連
携
し
て「
緊

急
短
期
雇
用
創
出
事
業
」
を

実
施
し
、
６
月
３
日
時
点
で

約
１
千
人
が
就
職
を
決
定
し

て
い
る
。

Ｑ　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
予
防
の
た
め
、
少
人

数
学
級
を
実
現
で
き
る
学
校

か
ら
実
施
す
べ
き
だ
。

Ａ　

小
中
学
校
に
お
け
る
少

人
数
学
級
に
つ
い
て
は
、
従

来
の
教
科
指
導
、
生
徒
指
導

の
面
に
加
え
、
感
染
症
予
防

な
ど
児
童
生
徒
の
安
全
・
安

心
の
観
点
か
ら
も
重
要
な
取

り
組
み
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。
こ
の
た
め
今
年
度
、

県
教
委
と
し
て
は
国
の
加
配

定
数
な
ど
を
最
大
限
活
用

し
、
特
に
小
中
学
校
の
最
終

学
年
に
つ
い
て
、
地
域
の
感

染
の
状
況
に
応
じ
た
少
人
数

編
成
の
取
り
組
み
を
支
援
し

て
い
く
。
ま
た
、
遠
隔
教
育

や
分
散
授
業
な
ど
、
コ
ロ
ナ

後
の
学
校
教
育
の
在
り
方
を

検
討
し
つ
つ
、
必
要
な
教
職

員
定
数
の
改
善
を
国
に
強
く

要
望
し
て
い
く
。

Ｑ　

知
事
が
復
旧
会
議
も
開

か
ず
に
日
田
彦
山
線
の
鉄
道

復
旧
を
断
念
し
、
Ｂ
Ｒ
Ｔ
の

延
長
と
い
う
決
断
に
至
っ
た

経
緯
を
問
う
。

Ａ　

私
自
身
、
鉄
道
で
の
復

旧
を
目
指
し
、
東
峰
村
長
・

添
田
町
長
を
は
じ
め
県
議
会

と
一
緒
に
な
っ
て
要
望
な
ど

の
活
動
を
重
ね
て
き
た
。
し

か
し
、
壁
厚
く
、
２
月
の
国

会
審
議
で
「
最
終
的
に
は
鉄

道
会
社
の
判
断
で
あ
る
」
と

い
う
最
終
的
な
国
の
判
断
が

示
さ
れ
た
。
力
が
及
ば
ず
、

申
し
訳
な
く
思
っ
て
い
る
。

今
あ
る
状
況
の
中
で
地
域
に

と
っ
て
一
番
い
い
か
た
ち
で

解
決
し
て
い
く
に
は
、
①
地

域
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て
よ
り

一
層
利
便
性
が
高
ま
る
②
交

通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
長
期
に

継
続
で
き
る
③
観
光
や
経
済

の
振
興
に
つ
な
が
る
と
い
っ

た
観
点
や
、
大
分
県
側
が
鉄

道
や
全
線
Ｂ
Ｒ
Ｔ
で
の
復
旧

を
求
め
て
い
な
い
こ
と
な
ど

を
総
合
的
に
判
断
す
る
こ
と

が
必
要
で
あ
り
、
苦
渋
の
策

と
し
て
Ｂ
Ｒ
Ｔ
延
伸
案
の
提

案
に
至
っ
た
。
一
日
も
早
い

復
旧
を
成
し
遂
げ
る
べ
く
、

Ｊ
Ｒ
九
州
と
の
協
議
、
地
域

の
振
興
に
全
力
を
尽
く
す
。

Ｑ　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
と
し
て
発
熱
者

専
用
外
来
の
設
置
が
必
要
。

発
熱
者
が
コ
ロ
ナ
感
染
症
か

否
か
直
ち
に
判
断
で
き
る
仕

組
み
作
り
を
提
案
す
る
。

Ａ　

発
熱
者
専
用
の
外
来
や

病
棟
を
設
け
、
積
極
的
に
受

け
入
れ
る
こ
と
は
、
地
域
住

民
や
か
か
り
つ
け
医
に
安
心

感
を
与
え
る
取
り
組
み
だ
と

考
え
る
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
流
行
期
で
あ
る
秋
以
降
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

の
再
拡
大
が
重
な
る
と
、
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
疑
う
べ
き

か
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

か
、
不
明
な
発
熱
患
者
が
増

え
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

帰
国
者
・
接
触
者
外
来
や
医

師
会
等
が
設
置
し
て
い
る
専

用
外
来
に
加
え
、
発
熱
者
専

用
の
外
来
等
が
必
要
か
ど
う

か
を
行
政
、
県
医
師
会
、
大

学
病
院
な
ど
か
ら
な
る
「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
協
議
会
」
な
ど
の
場
で

意
見
を
聞
い
て
い
き
た
い
。

Ｑ　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
で
県
へ
の
訪

日
外
国
人
客
は
激
減
し
て
い

る
。
い
か
に
誘
客
に
取
り
組

む
か
。

Ａ　

国
の
入
国
規
制
が
緩
和

さ
れ
、
本
県
へ
の
直
行
便
が

再
開
さ
れ
た
国
・
地
域
を
中

心
に
、
県
内
観
光
情
報
の
発

信
な
ど
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
デ
ジ

タ
ル
で
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

に
取
り
組
む
。「
福
岡
県
ウ
ェ

ブ
観
光
案
内
所
」
で
は
問
い

合
わ
せ
に
き
め
細
か
く
対
応

し
、
本
県
へ
の
旅
行
意
欲
を

高
め
、
訪
れ
た
際
の
満
足
度

の
向
上
を
図
っ
て
い
く
。
加

え
て
福
岡
の
安
全
・
安
心
と

そ
の
魅
力
を
伝
え
る
動
画
を

制
作
す
る
。
動
画
で
は
、
県

内
在
住
の
留
学
生
の
協
力

で
、
母
国
に
向
け
「
安
全
・

安
心
な
福
岡
県
」
を
発
信
し

て
も
ら
う
。
海
外
旅
行
事
業

者
の
招
聘
と
い
っ
た
リ
ア
ル

な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
は
、
感

染
の
収
束
状
況
を
注
視
し
つ

つ
、
事
業
効
果
を
見
極
め
な

が
ら
実
施
し
て
い
く
。

Ｑ　

日
本
の
社
会
は
、
他
人

の
人
格
や
行
動
を
極
端
に
攻

撃
す
る
不
寛
容
社
会
に
な
っ

て
い
る
。
不
寛
容
な
言
動
に

よ
る
自
殺
や
引
き
こ
も
り
な

ど
を
防
ぐ
た
め
、
地
元
マ
ス

コ
ミ
と
Ｓ
Ｎ
Ｓ
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
等
の
専
門
家
を
招
き
、

不
寛
容
社
会
に
つ
い
て
の

フ
ォ
ー
ラ
ム
や
セ
ミ
ナ
ー
な

ど
を
開
催
し
て
は
ど
う
か
。

Ａ　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
な

ど
で
極
端
な
意
見
や
誹
謗
中

傷
に
惑
わ
さ
れ
、
い
じ
め
や

差
別
に
加
担
す
る
こ
と
が
な

い
よ
う
、
啓
発
を
行
っ
て
い

く
こ
と
は
重
要
だ
。こ
の
た

め
県
で
は
、
県
民
向
け
に
開

催
し
て
い
る
人
権
啓
発
の
た

め
の
講
演
会
や
県
民
講
座
の

中
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
人

権
問
題
を
テ
ー
マ
に
取
り
上

げ
て
き
た
。
今
後
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
に
よ

る
誹
謗
中
傷
が
人
々
の
心
を

不
寛
容
に
し
て
い
く
社
会
と

い
っ
た
問
題
を
テ
ー
マ
に
講

演
会
等
を
開
催
し
、
啓
発
に

努
め
て
い
く
。

自
民
党
県
議
団

自
民
党
県
議
団
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代表質問を終えて 　　

　

ま
ず
冒
頭
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
総
括
し
、

知
事
自
身
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
評
価
と
対
応
を
質
し
ま
し

た
。
知
事
か
ら
は
、「
対
策
本
部
」
の
設
置
、「
医
療
供
給
体
制

の
確
保
」
等
の
支
援
策
を
講
じ
て
き
た
と
の
報
告
が
あ
り
、
ス

ピ
ー
ド
感
を
持
ち
、
市
町
村
と
連
携
し
県
民
の
先
頭
に
立
っ
て

長
い
闘
い
に
打
ち
勝
つ
と
の
決
意
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
今

回
の
感
染
症
拡
大
を
踏
ま
え
、九
州
の
自
立
を
考
え
る
会
が「
九

州
の
成
長
戦
略
に
係
る
政
策
提
言
」
で
設
置
を
求
め
、
実
現
の

取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
き
た
「
ア
ジ
ア
防
疫
セ
ン
タ
ー
（
仮

称
）」
の
本
県
誘
致
の
実
現
に
向
け
、
九
州
地
方
知
事
会
議
で

の
議
論
を
進
め
、今
年
度
開
催
す
る「
ワ
ン
ヘ
ル
ス
国
際
フ
ォ
ー

ラ
ム
」を
通
し
て
機
運
の
醸
成
を
図
る
と
の
回
答
を
得
ま
し
た
。

　

ま
た
、
県
独
自
の
観
光
振
興
策
の
実
施
な
ど
、
社
会
経
済
活

動
の
レ
ベ
ル
を
上
げ
て
い
く
と
の
意
向
を
確
認
し
、
特
に
、
飲

食
店
の
営
業
自
粛
に
よ
り
販
売
が
落
ち
込
ん
で
い
る
県
産
酒
の

消
費
促
進
を
支
援
す
る
た
め
に
予
算
を
追
加
措
置
す
る
と
の
答

弁
を
引
き
出
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
新
た
な
県
ス
ポ
ー
ツ
大
会

の
開
催
に
つ
い
て
、
教
育
委
員
会
と
と
も
に
代
替
大
会
の
開
催

に
尽
力
す
る
旨
の
回
答
を
得
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

日
田
彦
山
線
復
旧
問
題
に
つ
い
て
は
、
新
た
な
地
域
振
興
基

金
を
活
用
し
、九
州
の
自
立
を
考
え
る
会
に
設
置
さ
れ
た「
日
田

彦
山
線
復
旧
問
題
対
策
協
議
会
」に
お
け
る
議
論
を
踏
ま
え
、添

田
町
・
東
峰
村
と
協
議
し
な
が
ら
、地
域
の
皆
様
や
県
議
会
と
一

緒
に
取
り
組
ん
で
い
く
と
の
答
弁
を
得
て
、
３
年
間
に
及
ぶ
復

旧
・
振
興
問
題
解
決
の
方
向
性
が
見
え
て
き
ま
し
た
。
自
民
党

県
議
団
と
し
て
も
引
き
続
き
鋭
意
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

自
民
党
県
議
団

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
関
し
て
知
事
の
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
の
姿
勢
を
求
め
る
と
共
に
、
市
町
村
・
国
と
の
連

携
、
本
県
の
景
気
状
況
等
を
問
い
、
事
業
者
・
個
人
へ
の
経
済

的
支
援
の
考
え
を
質
し
ま
し
た
。
知
事
か
ら
は
、
自
ら
が
先
頭

に
立
ち
長
い
闘
い
に
打
ち
勝
つ
旨
と
、
我
々
会
派
が
ま
と
め
た

１
０
３
項
目
の
提
言
に
対
し
て
９
割
以
上
に
対
応
し
て
い
る
な

ど
の
回
答
を
得
ま
し
た
。
感
染
症
の
第
２
波
を
想
定
し
強
化
す

べ
き
Ｐ
Ｃ
Ｒ
等
の
検
査
体
制
、医
療
供
給
体
制
の
対
応
を
問
い
、

検
査
能
力
の
増
強
を
図
る
こ
と
、
医
療
機
関
と
の
連
携
体
制
の

下
、
円
滑
か
つ
迅
速
な
医
療
を
提
供
す
る
旨
の
回
答
を
得
ま
し

た
。

　

再
開
し
た
学
校
に
関
し
、
第
２
波
へ
の
備
え
と
子
ど
も
達
の

学
力
保
障
の
観
点
か
ら
質
問
し
、
教
育
長
か
ら
は
オ
ン
ラ
イ
ン

学
習
が
で
き
る
環
境
の
整
備
、
学
習
活
動
の
重
点
化
、
学
校
行

事
の
見
直
し
や
少
人
数
学
級
へ
の
取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と
に

加
え
、
高
校
入
試
に
つ
い
て
は
例
年
と
同
じ
時
期
に
実
施
予
定

と
の
答
弁
を
得
ま
し
た
。

　

日
田
彦
山
線
の
復
旧
、
沿
線
地
域
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
知

事
か
ら
鉄
道
復
旧
が
で
き
ず
申
し
訳
な
い
旨
の
発
言
と
Ｂ
Ｒ
Ｔ

延
伸
案
に
至
っ
た
経
緯
が
示
さ
れ
、
沿
線
地
域
の
皆
様
と
共
に

地
域
振
興
に
取
り
組
む
と
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
朝

倉
市
の
被
災
地
振
興
策
と
し
て
園
芸
農
業
の
振
興
、
原
鶴
温
泉

を
活
用
し
た
観
光
振
興
を
図
る
こ
と
、
被
災
者
支
援
は
続
け
る

と
の
回
答
を
得
ま
し
た
。

民
主
県
政
県
議
団

　

今
回
の
代
表
質
問
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
全

国
的
に
猛
威
を
振
る
い
、
本
県
も
緊
急
事
態
宣
言
解
除
後
初
の

本
会
議
で
し
た
の
で
、
感
染
症
対
策
に
お
け
る
知
事
の
政
治
姿

勢
を
中
心
に
質
問
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
５
月
23
日
以
降
に
感
染
者
が
急
増
し
た
北
九
州
市
の

状
況
を
本
県
と
し
て
ど
う
分
析
し
て
い
る
の
か
と
知
事
を
質
し

た
と
こ
ろ
、知
事
は
「
第
２
波
が
来
た
と
は
分
析
し
て
い
な
い
。

他
地
域
へ
の
波
及
を
食
い
止
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
答
弁

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
国
が
感
染
拡
大
防
止
策
と
し
て
推
奨
し
て
い
る
「
新

し
い
生
活
様
式
」
で
マ
ス
ク
着
用
が
説
か
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
こ
れ
か
ら
夏
が
到
来
す
る
中
、
マ
ス
ク
着
用
で
は
熱
中
症

の
危
険
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
マ
ス
ク
着
用
の

本
県
の
考
え
方
を
質
し
た
と
こ
ろ
、「
野
外
で
人
と
十
分
な
距

離
が
確
保
で
き
る
場
合
に
は
マ
ス
ク
を
は
ず
す
」
こ
と
な
ど
を

県
民
に
分
か
り
や
す
く
示
す
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
い
ま
だ
治
療
薬
も
開
発

さ
れ
て
お
ら
ず
、
コ
ロ
ナ
と
の
闘
い
は
長
期
戦
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
だ
か
ら
こ
そ
感
染
拡
大
と
経
済
対
策
の
両
立
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

　

こ
の
他
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
農
林
水
産
業
に
対
す
る

影
響
と
支
援
策
、
長
期
休
校
の
児
童
生
徒
へ
の
影
響
と
対
策
、

平
成
29
年
九
州
北
部
豪
雨
の
復
旧
復
興
の
進
捗
状
況
と
Ｊ
Ｒ
日

田
彦
山
線
沿
線
の
地
域
振
興
策
な
ど
を
知
事
に
質
し
ま
し
た
。

緑
友
会

提出された議案

可決された意見書・決議、採択された請願

公
明
党

　

全
世
界
を
巻
き
込
み
、
人
類
の
生
存
へ
の
脅
威
と
も
な
っ
た

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
。
私
た
ち
公
明
党
は
、
現
場
で

調
査
し
た
事
実
を
基
に
き
め
細
か
い
対
応
を
求
め
ま
し
た
。

　

医
療
や
介
護
の
現
場
で
起
こ
っ
て
い
る
問
題
を
は
じ
め
、
ス

テ
イ
ホ
ー
ム
に
伴
う
児
童
虐
待
や
家
庭
内
暴
力
、
自
殺
な
ど
へ

の
対
策
を
県
に
質
し
ま
し
た
。
経
済
の
問
題
で
は
、
失
業
や
事

業
継
続
、
学
生
の
就
職
活
動
へ
の
支
援
、
コ
ロ
ナ
後
を
見
据
え

た
観
光
振
興
策
な
ど
を
要
望
。
い
ず
れ
も
知
事
か
ら
前
向
き
な

答
弁
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
長
期
に
わ
た
っ
た
学

校
の
休
業
な
ど
教
育
問
題
を
教
育
長
に
質
問
。
県
警
察
本
部
長

に
コ
ロ
ナ
関
連
詐
欺
の
防
止
策
を
求
め
ま
し
た
。

　

近
年
、
主
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
た
不
寛
容
な
風
潮
が

広
が
り
、
そ
れ
が
自
殺
問
題
な
ど
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
を

重
視
。
県
議
団
と
し
て
調
査
を
行
い
、
県
の
対
応
を
質
し
ま
し

た
。
調
査
結
果
か
ら
は
、
い
わ
ゆ
る
「
ネ
ッ
ト
リ
ン
チ
」
の
構

図
や
フ
ィ
ル
タ
ー
バ
ブ
ル
の
実
像
な
ど
い
く
つ
か
の
重
要
な
実

態
が
推
測
さ
れ
、メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ラ
シ
ー
施
策
の
充
実
を
提
案
。

知
事
は
「
講
演
会
を
開
催
し
啓
発
に
努
め
る
」
と
答
え
ま
し
た
。

ま
た
、国
連
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）
の
普
及
、

７
歳
児
の
交
通
事
故
防
止
策
に
つ
い
て
県
、
県
教
委
、
県
警
察

の
対
応
を
訴
え
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
収
束
は
ま
だ
先
で
し
ょ
う
。
第
２
波
、
第
３
波

も
心
配
さ
れ
ま
す
。
ど
こ
ま
で
も
県
民
の
生
活
に
即
し
て
活
動

し
て
い
き
ま
す
。

　令和２年６月定例会では議案１６件が提出さ

れ、いずれも原案のとおり可決または同意され

ました。

可決された意見書

〇新型コロナウイルス感染症対策に関する意見書
〇地方財政の充実・強化を求める意見書
〇無戸籍問題の解消を求める意見書
〇義援金に係る差押禁止等に関する法律の恒久
化を求める意見書
〇私学助成の拡充に関する意見書

可決された決議

〇人獣共通感染症への対応力の強化に関する決議

採択された請願

〇私立小・中・高等学校への助成制度の拡充等
に関する請願

〇議員提出議案　１件
・福岡県飲酒運転撲滅運動の推進に関する条
例の一部を改正する条例の制定について

○予算議案　２件
・令和２年度福岡県一般会計補正予算（第２号）
・令和２年度福岡県一般会計補正予算（第３号）

○条例議案　５件
・福岡県税条例の一部を改正する条例の制定
について
・地方活力向上地域における福岡県税の不均
一課税に関する条例の一部を改正する条例
の制定について
・福岡県宿泊税条例の一部を改正する条例の
制定について
・福岡県日田彦山線沿線地域振興基金条例の
制定について
・福岡県農林水産関係手数料条例及び福岡県
食品の安全・安心の確保に関する条例の一
部を改正する条例の制定について

〇工事請負契約の締結に関する議案　５件

〇人事に関する議案　２件
・教育委員会委員の任命について
・収用委員会の委員及び予備委員の任命につ
いて

〇その他の議案　１件
・財産の取得について
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
治
療
薬

開
発
に
つ
い
て
、
県

保
健
環
境
研
究
所
と

バ
イ
オ
ベ
ン
チ
ャ
ー
「
ボ
ナ
ッ
ク
」
と

の
共
同
研
究
を
加
速
さ
せ
、
開
発
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
短
縮
で
き
な
い
か
。

Ａ　

治
療
薬
は
４
月
に
開
発
を
始
め
、

現
在
、
共
同
で
効
果
の
検
証
を
行
っ
て

い
る
。そ
の
後
、動
物
実
験
等
を
経
て
、

令
和
４
年
10
月
を
め
ど
に
治
験
の
第
３

段
階
、
そ
の
後
の
承
認
申
請
に
至
る
。

共
同
研
究
に
よ
る
効
果
の
検
証
を
で
き

る
だ
け
早
く
行
い
、
福
岡
発
、
世
界
で

初
め
て
の「
核
酸
医
薬
」に
よ
る
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
治
療
薬
を
早
急
に
開
発

で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

「
新
し
い
生
活
様
式
」

に
つ
い
て
、
県
民
に

わ
か
り
や
す
く
伝
え

る
た
め
に
ど
う
取
り

組
ん
で
い
く
か
。

Ａ　

治
療
薬
や
ワ
ク
チ
ン
が
で
き
る
ま

で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と

は
向
き
合
う
こ
と
と
な
る
。マ
ス
ク
、手

洗
い
、３
密
の
回
避
な
ど
、新
し
い
ス
タ

イ
ル
の
実
践
は
重
要
で
あ
る
た
め
、
県

Ｈ
Ｐ
や
県
だ
よ
り
、
県
内
主
要
33
駅
の

ポ
ス
タ
ー
掲
示
等
で
周
知
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
今
後
は
、
屋
外
で
十
分
な
距

離
が
確
保
で
き
る
場
合
は
、
マ
ス
ク
を

は
ず
す
等
熱
中
症
に
も
注
意
し
、
県
民

の
皆
さ
ま
に
わ
か
り
や
す
く
示
し
定
着

が
図
ら
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
禍
の
中
で
、必
死

な
思
い
で
、私
た
ち

の
命
や
生
活
を
守
る

た
め
に
働
い
て
お
ら
れ
る
人
（々
エ
ッ

セ
ン
シ
ャ
ル
・
ワ
ー
カ
ー
）に
対
す
る
学

校
現
場
に
お
け
る
人
権
教
育
の
取
り
組

み
は
。

Ａ　

県
教
育
委
員
会
は
コ
ロ
ナ
禍
に
お

け
る
指
導
の
留
意
点
な
ど
の
情
報
を
提

供
し
、
学
校
の
人
権
教
育
の
取
り
組
み

を
支
援
し
、
児
童
生
徒
が
正
し
い
知
識

や
理
解
を
身
に
付
け
、
感
謝
の
念
を
抱

き
、
決
し
て
誹
謗
中
傷
、
差
別
や
偏
見

を
持
つ
こ
と
が
な
い
よ
う
、
登
校
日
や

再
開
後
の
早
い
時
期
に
、
人
権
学
習
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
今
後
も
児
童
生
徒

が
確
か
な
認
識
と
人
権
感
覚
を
身
に
付

け
る
よ
う
人
権
教
育
を
推
進
す
る
。

医
療
従
事
者
へ
の

「
支
援
金
」の
支
給
や

創
設
を
表
明
し
た

「
応
援
金
」の
状
況
は
。

Ａ　
「
支
援
金
」
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
患
者
が
入
院
す
る
医
療

機
関
ま
た
は
宿
泊
療
養
施
設
で
３
日
以

上
、
患
者
の
身
体
に
直
接
接
す
る
な
ど

治
療
・
看
護
に
携
わ
っ
た
医
療
従
事
者

に
１
人
１
回
10
万
円
を
支
給
す
る
。「
応

援
金
」
は
、
県
の
支
援
金
の
対
象
と
な

ら
な
い
医
療
従
事
者
に
も
感
謝
や
応
援

の
気
持
ち
を
表
す
た
め
寄
附
を
募
っ
て

い
る
。
６
月
15
日
現
在
で
い
た
だ
い
て

い
る
寄
附
金
の
約
１
億
円
と
ふ
る
さ
と

寄
附
金
の
約
７
０
０
万
円
は
、
医
療
従

事
者
の
皆
さ
ま
に
お
渡
し
す
る
。

県
立
高
校
に
お
け
る

オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
環

境
の
整
備
と
支
援
に

つ
い
て
。

Ａ　

県
立
高
校
で
は
家
庭
に
オ
ン
ラ
イ

ン
学
習
環
境
の
整
っ
て
い
な
い
生
徒
に

貸
与
で
き
る
よ
う
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
パ
ソ

コ
ン
を
整
備
し
、
全
県
立
高
校
で
実
施

で
き
る
環
境
の
構
築
を
進
め
て
い
る
。

速
や
か
に
必
要
分
を
配
備
し
８
月
以

降
、
全
校
で
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
が
で
き

る
体
制
を
整
え
て
い
く
。
小
中
学
校
に

つ
い
て
は
、
各
市
町
村
が
国
の
補
助
金

を
活
用
し
環
境
整
備
を
進
め
て
い
る
。

今
後
も
情
報
を
速
や
か
に
提
供
し
、
市

町
村
の
取
り
組
み
を
支
援
し
て
い
く
。

公
共
不
動
産
を
活
用

し
た
ま
ち
づ
く
り
を

行
う
市
町
村
に
対
す

る
「
街
な
か
公
共
不

動
産
活
用
促
進
事
業
」
の
状
況
は
。

Ａ　

県
は
昨
年
度
か
ら
、
市
町
村
が
所

有
し
、
利
用
さ
れ
て
い
な
い
土
地
や
庁

舎
、
学
校
な
ど
の
街
な
か
の
公
共
不
動

産
に
つ
い
て
、
民
間
事
業
者
に
よ
る
活

用
を
促
進
す
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い

る
。
市
町
村
に
対
し
、
国
内
外
の
先
進

事
例
を
紹
介
す
る
説
明
会
な
ど
を
開

催
。
４
月
か
ら
は
、
民
間
活
用
が
期
待

さ
れ
る
県
内
の
公
共
不
動
産
の
情
報
を

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
提
供
し
、
現
在
13

の
市
町
や
県
が
保
有
す
る
55
の
公
共
不

動
産
を
掲
載
し
て
い
る
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
と
銀

行
口
座
の
ひ
も
づ
け

に
つ
い
て
、
県
は
積

極
的
に
推
進
し
て
い

く
考
え
は
あ
る
の
か
。

Ａ　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
や
大

規
模
災
害
時
の
被
災
者
支
援
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
給
付
を
行
う
際
に
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
と
個
人
の
銀
行
口
座
を
ひ
も
づ

け
て
お
け
ば
迅
速
な
支
援
が
で
き
る
。

一
方
で
全
て
の
国
民
の
口
座
情
報
を
ど

の
よ
う
に
収
集
し
、
い
か
に
管
理
し
て

い
く
か
な
ど
検
討
す
べ
き
事
項
が
あ

る
。
今
後
、
制
度
化
に
向
け
た
国
の
検

討
状
況
を
注
視
し
、
よ
り
良
い
制
度
に

な
る
よ
う
、
県
と
し
て
も
積
極
的
に
国

に
対
し
要
望
や
提
言
を
行
っ
て
い
く
。

コ
ロ
ナ
な
ど
感
染
症

拡
大
や
地
震
等
の
大

災
害
時
に
備
え
た
、

首
都
機
能
の
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
拠
点
を
本
県
に
誘
致
す
べ
き
と

考
え
る
。

Ａ　

６
月
４
日
の
全
国
知
事
会
で
も
、

首
都
機
能
の
分
散
や
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
拠

点
の
整
備
に
関
す
る
議
論
が
行
わ
れ
、

提
言
に
盛
り
込
ま
れ
た
。
県
で
は
毎
年

「
首
都
中
枢
機
能
維
持
の
た
め
の
、
バ

ッ
ク
ア
ッ
プ
拠
点
の
整
備
に
つ
い
て
検

討
を
進
め
る
」
よ
う
国
に
要
望
し
て
い

る
。
今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

経
験
も
踏
ま
え
、
首
都
中
枢
機
能
が
維

持
で
き
る
よ
う
、
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
拠
点

の
整
備
の
検
討
を
国
に
対
し
て
改
め
て

求
め
て
い
く
。

コ
ロ
ナ
禍
で
修
学
旅

行
を
中
止
す
る
の
で

は
な
く
、県
内
を
選

択
肢
の
一
つ
と
し
、

積
極
的
に
県
内
修
学
旅
行
を
支
援
す
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

Ａ　

修
学
旅
行
を
身
近
な
県
内
で
行

い
、
子
ど
も
た
ち
が
県
の
魅
力
を
再
発

見
す
る
機
会
に
す
る
の
は
意
義
が
あ

る
。
訪
問
先
の
掘
り
起
こ
し
を
行
い
、

旅
行
業
者
と
モ
デ
ル
コ
ー
ス
の
造
成
に

取
り
組
み
、
県
教
育
委
員
会
と
連
携
し

な
が
ら
学
校
へ
提
案
し
て
い
き
た
い
。

県
外
の
学
校
を
対
象
に
し
た
旅
行
商
品

造
成
に
か
か
る
バ
ス
代
の
一
部
助
成

を
、
県
内
の
学
校
も
対
象
と
な
る
よ
う

検
討
し
て
い
く
。

一
級
水
系
と
二
級
水

系
に
お
け
る
洪
水
調

節
機
能
を
有
す
る
県

管
理
ダ
ム
の
事
前
放

流
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

Ａ　

三
つ
の
一
級
水
系
で
、
県
が
管
理

す
る
洪
水
調
整
機
能
を
有
す
る
ダ
ム
は

７
箇
所
。５
月
末
に
各
ダ
ム
に
お
い
て
、

治
水
協
定
を
河
川
管
理
者
な
ど
と
締
結

し
、
こ
の
協
定
に
基
づ
き
事
前
放
流
を

行
う
。
二
級
水
系
の
ダ
ム
も
一
級
水
系

と
同
様
に
治
水
協
定
を
締
結
す
る
必
要

が
あ
る
。
県
は
協
議
会
を
設
置
し
、
治

水
協
定
締
結
に
向
け
合
意
形
成
を
図
っ

て
い
る
と
こ
ろ
。
合
意
が
得
ら
れ
た
箇

所
か
ら
順
次
、
治
水
協
定
を
締
結
し
、

事
前
放
流
を
実
施
し
て
い
く
。

保
育
士
の
業
務
負
担

を
軽
減
す
る
た
め
、

保
育
所
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化

の
促
進
に
つ
い
て
。

Ａ　

県
で
は
今
年
度
か
ら
保
育
所
の
経

営
者
等
に
対
し
、
職
場
環
境
改
善
へ
の

意
欲
を
喚
起
す
る
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
に
よ
る
保
育
士
の

業
務
負
担
の
軽
減
に
つ
い
て
も
説
明
し

て
い
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
を
希
望
す
る
施
設

に
対
し
て
は
、
個
別
に
専
門
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
を
派
遣
し
導
入
を
支
援
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ

化
に
よ
り
業
務
改
善
が
進
ん
だ
事
例
に

つ
い
て
は
、
県
内
保
育
所
の
経
営
者
等

を
集
め
て
成
果
発
表
会
を
開
催
し
、
導

入
の
意
義
や
有
効
性
に
つ
い
て
広
く
周

知
し
活
用
を
促
し
て
い
く
。

休
業
要
請
に
従
わ
な

か
っ
た
施
設
へ
の
対

応
に
つ
い
て
問
う
。

Ａ　

休
業
や
営
業
時
間
の
短
縮
要
請
に

応
じ
ず
営
業
し
て
い
る
と
情
報
提
供
が

あ
っ
た
施
設
は
パ
チ
ン
コ
店
以
外
で

２
８
４
。
こ
れ
ら
の
店
舗
に
は
個
別
に

文
書
を
送
付
し
休
業
の
協
力
要
請
を
行

っ
た
。
特
に
接
待
を
伴
う
飲
食
店
に
つ

い
て
は
、
県
内
で
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生

し
た
こ
と
か
ら
、
県
職
員
が
37
店
舗
に

個
別
訪
問
を
行
う
な
ど
休
業
協
力
を
粘

り
強
く
働
き
か
け
た
。
多
く
の
事
業
者

の
皆
さ
ん
に
休
業
要
請
等
に
御
協
力
い

た
だ
い
て
い
た
中
、
一
部
の
施
設
で
営

業
が
継
続
さ
れ
た
こ
と
は
非
常
に
遺
憾

で
あ
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

の
広
域
運
行
路
線
の

普
及
に
関
し
、
人
口

減
や
利
用
者
減
に
対

す
る
市
町
村
の
意
向
を
集
約
し
て
県
が

積
極
的
に
民
間
の
事
業
者
と
の
路
線
の

調
整
等
に
あ
た
る
べ
き
だ
。

Ａ　

県
は
「
地
方
創
生
市
町
村
圏
域
会

議
」
で
、
市
町
村
が
有
す
る
課
題
の
解

決
に
向
け
た
意
見
交
換
、
沿
線
の
市
町

村
や
交
通
事
業
者
と
広
域
運
行
な
ど
に

関
す
る
協
議
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、

平
成
30
年
度
か
ら
市
町
村
域
を
越
え
て

運
行
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
補
助

率
の
上
乗
せ
を
行
っ
て
い
る
。

県
は
コ
ロ
ナ
の
状
況

を
踏
ま
え
、
海
外
観

光
客
よ
り
国
内
観
光

客
の
誘
致
に
力
点
を

置
く
べ
き
だ
。

Ａ　

今
後
の
観
光
は
、
３
密
を
避
け
る

観
点
か
ら
も
、
自
然
豊
か
な
地
方
部
を

少
人
数
で
観
光
す
る
ス
タ
イ
ル
へ
変
化

し
て
い
く
と
考
え
る
。
そ
の
た
め
、
地

域
の
魅
力
や
宿
泊
施
設
に
お
け
る
安

全
・
安
心
に
関
す
る
取
り
組
み
を
県
内

外
に
し
っ
か
り
伝
え
て
い
く
。
今
後
、

コ
ロ
ナ
の
収
束
状
況
に
合
わ
せ「
九
州
」

「
全
国
」「
海
外
」
へ
と
広
が
っ
て
い
く

人
の
動
き
を
的
確
に
と
ら
え
、
ま
ず
は

九
州
、
そ
し
て
全
国
か
ら
の
需
要
を
取

り
込
ん
で
い
く
。

麻
し
ん
・
風
し
ん
の

撲
滅
に
向
け
た
市
町

村
へ
の
支
援
策
を
問

う
。

Ａ　

麻
し
ん
・
風
し
ん
は
感
染
力
が
高

い
一
方
で
、
予
防
接
種
で
終
生
免
疫
を

獲
得
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
。
接
種
率

の
目
標
は
、
国
の
指
針
で
95
％
以
上
と

設
定
さ
れ
て
お
り
、
実
施
主
体
で
あ
る

市
町
村
が
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ

る
。
県
は
市
町
村
を
支
援
し
、
市
町
村

を
対
象
と
し
た
研
修
会
で
接
種
率
の
高

い
地
域
の
事
例
紹
介
を
行
う
。
ま
た
、

か
か
り
つ
け
の
小
児
科
医
等
か
ら
保
護

者
へ
の
接
種
勧
奨
は
非
常
に
効
果
的
な

た
め
、地
域
の
医
師
会
に
働
き
か
け
る
。

※

こ
こ
に
掲
げ
て
い
る
質
問
は
、

　一
般
質
問
の
一
部
を
抜
粋
し
た
も
の
で
す
。

※

（

　）は
選
挙
区
を
記
載

自
民
党
県
議
団

樋口 　明
（福岡市南区）

民
主
県
政
県
議
団

桐明 和久
（八女市・八女郡）

井上 正文
（宗像市）

中牟田 伸二
（春日市）

渡辺 勝将
（那珂川市）

守谷 正人
（福岡市城南区）

冨永 芳行
（糟屋郡）

中嶋 玲子
（朝倉市・朝倉郡）

佐々木 允
（田川市）

塩川 秀敏
（宮若市・鞍手郡）

片岡 誠二
（中間市）

井上 博行
（福岡市博多区）

松尾 嘉三
（春日市）

板橋 　聡
（みやま市）

𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷𠮷
（古賀市）

※
地
方
創
生
市
町
村
圏
域
会
議
：
市
町
村
の
地
方

創
生
総
合
戦
略
の
具
現
化
、戦
略
目
標
の
達
成

を
支
援
す
る
た
め
、主
と
し
て
15
の
広
域
地
域

振
興
圏
単
位
で
開
催
。
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本
県
の
10
代
の
人
工

妊
娠
中
絶
実
施
率
は

４
年
連
続
で
全
国
で

最
も
高
い
。
未
成
年

の
予
期
せ
ぬ
・
望
ま
な
い
妊
娠
を
避
け

る
た
め
に
も
、
人
間
の
尊
厳
を
中
心
に

置
い
た
学
校
で
の
包
括
的
な
性
教
育
が

重
要
だ
と
考
え
る
が
、
そ
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
問
う
。

Ａ　

学
校
に
お
け
る
性
に
関
す
る
指
導

は
、
情
報
等
を
正
し
く
選
択
し
適
切
に

行
動
で
き
る
能
力
や
自
己
を
大
切
に
し

他
者
を
尊
重
す
る
態
度
な
ど
を
育
む
こ

と
が
重
要
。
今
後
は
発
達
段
階
や
個
に

応
じ
た
効
果
的
な
指
導
法
を
ま
と
め
た

指
導
資
料
を
改
訂
し
、
各
学
校
へ
普
及

し
て
い
く
。

コ
ロ
ナ
感
染
症
状
況

下
、
活
動
収
入
が
減

少
し
て
い
る
就
労
継

続
支
援
事
業
所
へ
の

支
援
に
つ
い
て
問
う
。

Ａ　

事
業
継
続
に
大
き
な
影
響
を
受
け

て
い
る
事
業
所
に
対
し
、
生
産
活
動
の

継
続
に
向
け
た
支
援
を
行
う
こ
と
は
、

障
が
い
者
の
働
く
場
や
工
賃
の
確
保
に

つ
な
が
る
。
こ
の
た
め
今
議
会
に
は
、

国
の
第
２
次
補
正
予
算
を
活
用
し
、
直

近
の
生
産
活
動
収
入
が
相
当
程
度
減
収

し
て
い
る
Ａ
型
お
よ
び
Ｂ
型
の
就
労
継

続
支
援
事
業
所
に
、
固
定
経
費
や
販
路

拡
大
に
要
す
る
費
用
な
ど
を
支
援
す
る

予
算
を
お
願
い
し
て
い
る
。

「
雨
水
の
利
用
の
推

進
に
関
す
る
法
律
」

で
は
、
県
の
基
本
方

針
を
定
め
る
こ
と
が

で
き
る
。
今
後
ど
う
取
り
組
ん
で
い
く

の
か
。

Ａ　

水
資
源
に
乏
し
い
本
県
は
、
法
律

の
制
定
前
か
ら
、
県
有
施
設
で
の
雨
水

利
用
を
積
極
的
に
進
め
、
市
町
村
や
民

間
事
業
者
に
お
け
る
雨
水
利
用
施
設
の

設
置
が
進
む
よ
う
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作

成
し
支
援
し
て
き
た
。
引
き
続
き
県
有

施
設
の
雨
水
利
用
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
流
出
抑
制
の
観
点
も
踏
ま
え
、
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
改
訂
や
事
例
集
の
作
成
を

行
う
こ
と
に
よ
り
、
市
町
村
や
民
間
事

業
者
に
よ
る
雨
水
利
用
施
設
の
設
置
を

促
し
て
い
く
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
に
お

け
る
保
健
所
の
現
場

の
実
態
、
職
員
の
窮

状
を
ど
う
受
け
止
め
る
か
。
第
２
波
に

向
け
、
実
態
を
検
証
し
、
対
策
を
早
急

に
準
備
す
べ
き
だ
。

Ａ　

陽
性
者
の
急
激
な
増
加
に
伴
い
、

相
談
対
応
な
ど
保
健
所
の
業
務
が
大
幅

に
増
加
。
最
前
線
で
奮
闘
し
て
い
る
職

員
に
は
大
変
な
苦
労
が
あ
っ
た
。
こ
れ

ま
で
の
対
応
を
検
証
し
、
今
後
の
対
策

に
生
か
し
て
い
く
こ
と
は
非
常
に
大
事

で
あ
り
、
初
動
時
か
ら
現
在
ま
で
の
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
本
部
、
保
健

所
、
保
健
環
境
研
究
所
の
状
況
を
検
証

し
今
後
の
対
応
に
活
か
し
て
ま
い
る
。

「
ビ
ル
ド
・
バ
ッ
ク
・

ベ
タ
ー
（
よ
り
良
い

復
興
）」
と
い
う
考

え
方
に
基
づ
い
た
日

田
彦
山
線
の
復
旧
と
沿
線
の
地
域
振
興

に
つ
い
て
見
解
を
求
め
る
。

Ａ　

復
旧
に
あ
た
っ
て
は
、
被
災
前
よ

り
も
良
く
な
っ
た
と
思
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
な
「
よ
り
良
い
復
興
」
を
目
指
し

た
い
。「
従
前
の
鉄
道
と
比
べ
て
よ
り

一
層
利
便
性
が
高
ま
る
」「
交
通
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
長
期
に
継
続
で
き
る
」「
観

光
や
経
済
の
振
興
に
つ
な
が
る
」
こ
の

３
つ
の
観
点
等
を
総
合
的
に
判
断
し
復

旧
案
を
提
案
し
た
。
沿
線
の
地
域
振
興

に
つ
い
て
は
、
東
峰
村
と
添
田
町
か
ら

の
要
望
な
ど
を
踏
ま
え
、
両
町
村
と
協

議
し
な
が
ら
検
討
し
、地
域
の
皆
さ
ま
、

県
議
会
の
皆
さ
ま
と
一
緒
に
な
っ
て
取

り
組
ん
で
い
く
。

視
覚
と
聴
覚
の
重
複

障
が
い
者
数
と
、
県

身
体
障
害
者
福
祉
協

会
へ
の
盲
ろ
う
者
登

録
数
が
乖
離
し
て
い
る
実
態
を
ど
う
認

識
し
て
い
る
の
か
。

Ａ　

派
遣
事
業
を
利
用
す
る
た
め
に
登

録
さ
れ
て
い
る
重
複
障
が
い
者
は
少
数

に
と
ど
ま
る
。
利
用
対
象
者
の
中
に
は

派
遣
事
業
を
知
ら
な
い
方
が
い
る
一

方
、
家
族
の
支
援
が
あ
る
、
あ
る
い
は

施
設
入
所
な
ど
に
よ
り
必
要
性
が
な
い

方
も
い
る
と
考
え
る
。
派
遣
事
業
を
必

要
と
す
る
人
が
ど
の
く
ら
い
い
て
、
そ

の
う
ち
登
録
し
て
い
な
い
方
は
そ
の
理

由
も
調
査
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考

え
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
対
応
し

た
廃
棄
物
処
理
に
つ

い
て
、
環
境
省
か
ら

の
通
知
の
周
知
方
法
や
、
マ
ス
ク
な
ど

物
資
備
蓄
へ
の
取
り
組
み
は
。

Ａ　

環
境
省
か
ら
一
般
廃
棄
物
処
理
施

設
に
お
け
る
職
員
の
感
染
防
止
対
策
の

徹
底
な
ど
の
通
知
が
あ
り
、
こ
れ
を
受

け
て
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
わ
か
り
や
す

く
掲
載
す
る
と
と
も
に
、
市
町
村
や
関

係
団
体
に
周
知
し
た
。
ま
た
市
町
村
か

ら
は
マ
ス
ク
、
防
護
服
等
の
不
足
の
声

が
寄
せ
ら
れ
た
た
め
、
環
境
省
に
資
機

材
の
確
保
と
速
や
か
な
供
給
を
要
望
。

そ
の
結
果
、
一
般
廃
棄
物
の
処
理
に
必

要
な
マ
ス
ク
と
防
護
服
を
市
町
村
が
購

入
で
き
る
措
置
が
取
ら
れ
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
患
者
が
急

増
し
た
場
合
の
医
療

従
事
者
の
確
保
に
つ

い
て
。

Ａ　

県
は
感
染
症
専
門
医
等
に
よ
る
調

整
本
部
を
設
置
し
、
関
係
医
療
機
関
の

病
床
の
状
況
、
患
者
の
特
性
等
に
つ
い

て
情
報
収
集
を
行
い
、
医
療
従
事
者
の

業
務
負
担
が
過
重
に
な
ら
な
い
よ
う
受

け
入
れ
医
療
機
関
を
調
整
し
て
い
る
。

地
域
で
感
染
症
患
者
が
急
増
し
た
場

合
、
ま
ず
は
当
該
医
療
機
関
は
人
員
配

置
の
変
更
等
で
診
療
体
制
を
見
直
し
、

そ
れ
で
も
不
足
す
る
場
合
に
備
え
、
県

は
医
師
、
看
護
師
等
の
医
療
チ
ー
ム
を

派
遣
す
る
仕
組
み
を
設
け
て
い
る
。

「
生
徒
の
ネ
ッ
ト
非

行
及
び
犯
罪
被
害
防

止
啓
発
Ｄ
Ｖ
Ｄ
・
マ

ニ
ュ
ア
ル
」
の
活
用

状
況
は
。

Ａ　

啓
発
Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
、
本
県
で
実
際
に

発
生
し
た
事
案
を
基
に
ド
ラ
マ
化
し
、

生
徒
が
自
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
適
正

利
用
を
考
え
行
動
し
て
い
く
上
で
有
用

な
教
材
に
な
っ
て
い
る
。
マ
ニ
ュ
ア
ル

は
、
県
警
察
本
部
が
県
教
育
委
員
会
の

助
言
を
受
け
て
作
成
し
、
学
習
指
導
用

の
資
料
と
な
っ
て
い
る
。
３
月
ま
で
に

政
令
市
を
除
く
市
町
村
立
中
学
校
等
の

約
58
％
、県
立
高
校
の
約
67
％
で
活
用
。

効
果
的
に
活
用
さ
れ
る
よ
う
引
き
続
き

促
し
て
い
く
。

医
療
的
ケ
ア
児
者
の

保
護
者
が
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染

し
た
場
合
の
対
応
は
。

Ａ　

医
療
的
ケ
ア
児
者
は
、
基
礎
疾
患

を
有
し
重
症
化
す
る
お
そ
れ
が
高
い
こ

と
か
ら
、
保
護
者
が
入
院
や
自
宅
療
養

す
る
場
合
、
自
宅
で
の
介
助
が
困
難
と

な
る
。
こ
の
場
合
、
医
療
的
ケ
ア
児
者

が
短
期
入
所
等
を
利
用
す
る
際
は
、
家

族
が
か
か
り
つ
け
の
医
療
機
関
や
相
談

支
援
事
業
所
と
相
談
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
る
。
ま
た
、
患
者
で
あ
る
保
護

者
と
同
じ
医
療
機
関
に
入
院
す
る
際

は
、
県
の
調
整
本
部
が
受
け
入
れ
先
を

調
整
す
る
。
医
療
機
関
に
レ
ス
パ
イ
ト

入
院
を
す
る
際
は
、
か
か
り
つ
け
医
療

機
関
や
県
難
病
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
が

受
け
入
れ
先
を
調
整
す
る
。

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の

際
、
著
作
権
へ
の
注

意
が
必
要
。
改
正
著

作
権
法
第
35
条
が
コ

ロ
ナ
禍
の
下
、
急
遽
前
倒
し
で
本
年
４

月
に
施
行
さ
れ
た
が
、
そ
の
対
応
は
。

Ａ　

本
年
４
月
に
施
行
さ
れ
た
授
業
目

的
公
衆
送
信
補
償
金
制
度
で
は
、
教
育

委
員
会
が
権
利
者
団
体
に
一
括
し
て
補

償
金
を
支
払
う
こ
と
で
、
個
別
の
許
諾

な
く
利
用
す
る
こ
と
が
可
能
。
本
年
度

は
特
例
的
に
補
償
金
額
が
無
償
と
さ
れ
、

国
が
緊
急
的
か
つ
特
例
的
な
運
用
の
た

め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
示
し
、
県
教
委

も
市
町
村
教
育
委
員
会
等
に
通
知
し
た
。

教
職
員
が
著
作
権
法
へ
の
理
解
を
深
め

る
必
要
が
あ
り
、
文
化
庁
が
実
施
す
る

研
修
会
等
へ
の
参
加
を
促
し
て
い
く
。

感
染
症
対
策
の
機
能

を
備
え
た
省
エ
ネ
設

備
の
導
入
と
県
内
企

業
に
よ
る
Ｌ
Ｅ
Ｄ
等

製
品
の
開
発
支
援
に
つ
い
て
。

Ａ　

省
エ
ネ
設
備
は
費
用
対
効
果
、
安

全
性
等
の
デ
ー
タ
を
比
較
し
、
導
入
す

る
設
備
の
検
討
を
行
っ
て
い
る
。
県
は

工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
機
械
電
子
研
究
所

に
光
学
解
析
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
整
備

し
、
県
内
中
小
企
業
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
製
品
開

発
を
支
援
し
て
い
る
。
現
在
、
滅
菌
作

用
の
あ
る
深
紫
外
線
Ｌ
Ｅ
Ｄ
な
ど
新
た

な
光
源
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
今
後
、

こ
う
し
た
製
品
の
開
発
に
つ
い
て
も
、

機
械
電
子
研
究
所
の
設
備
や
技
術
を
活

用
し
支
援
し
て
い
く
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

で
の
誹
謗
中
傷
に
対

す
る
県
の
取
り
組
み

は
。

Ａ　

県
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
人

権
問
題
を
テ
ー
マ
に
講
演
会
や
県
民
講

座
等
を
開
催
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

適
正
利
用
を
啓
発
し
て
い
る
。
ま
た
、

国
に
対
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪

用
し
た
人
権
侵
害
事
案
に
対
応
す
る
た

め
の
実
効
あ
る
制
度
が
確
立
さ
れ
る
よ

う
、
全
国
知
事
会
を
通
じ
て
要
望
し
て

い
る
。
引
き
続
き
、
個
人
の
名
誉
や
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
す
る
正
し
い
理
解
を

深
め
る
啓
発
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

国
に
対
し
実
効
あ
る
制
度
の
確
立
を
要

望
し
て
い
く
。

高
濃
度
Ｐ
Ｃ
Ｂ
を
含

む
安
定
器
等
に
つ
い

て
、
令
和
３
年
３
月

末
ま
で
に
Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｃ

Ｏ
（
中
間
貯
蔵
・
環
境
安
全
事
業
株
式

会
社
）
と
処
理
委
託
契
約
を
締
結
す
る

必
要
が
あ
る
が
県
の
取
り
組
み
は
。

Ａ　

県
の
調
査
で
昨
年
度
ま
で
に
約

６
万
７
千
事
業
者
の
保
有
の
有
無
を
確

認
。
今
年
度
は
残
る
５
千
事
業
者
の
把

握
に
努
め
る
。
保
有
が
判
明
し
た
事
業

者
に
は
、
来
年
３
月
末
の
期
限
ま
で
に

処
理
委
託
契
約
を
締
結
す
る
よ
う
指
導

し
て
い
る
。
処
理
漏
れ
が
生
じ
な
い
よ

う
県
広
報
紙
な
ど
を
活
用
し
周
知
を
行

う
ほ
か
、
関
係
団
体
に
協
力
を
求
め
周

知
の
徹
底
に
努
め
て
い
く
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
を
契
機

に
、
今
ま
で
以
上
に

地
方
分
権
改
革
を
進

め
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

Ａ　

全
国
知
事
会
が
６
月
４
日
に
発
出

し
た
「
コ
ロ
ナ
を
乗
り
越
え
る
日
本
再

生
宣
言
」
の
中
で
も
、「
新
次
元
の
分

散
型
国
土
」
を
創
出
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
全

国
各
地
が
感
染
症
に
対
応
し
つ
つ
、
持

続
的
な
成
長
を
目
指
す
も
の
で
、
こ
の

実
現
の
た
め
に
も
、
地
域
の
実
情
に
精

通
し
た
地
方
に
思
い
切
っ
て
任
せ
る
と

い
っ
た
地
方
分
権
型
の
国
を
目
指
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

公
明
党
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松下 正治
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西尾 耕治
（糟屋郡）

吉田 宣弘
（久留米市）

新開 昌彦
（福岡市早良区）

大塚 勝利
（福岡市東区）

後藤 香織
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壹岐 和郎
（北九州市小倉北区）

緑
友
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拓
志
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岳　 康宏
（福岡市中央区）
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新型コロナウイルス感染症対策 ～６月補正予算の概要～
　６月定例会では、６月５日の開会日に提出された、新型コロナウイルス感染症対策として、「生活困窮者の支援」、「緊急短期雇用の創出」、「医療
提供体制の強化」に取り組むための補正予算案と、６月12日に追加提出された、国の令和２年度補正予算（第２号）を最大限活用し、本県における「医
療提供体制の強化と感染防止対策の徹底」、「事業継続の支援」、「『新しい生活様式』を踏まえた地域経済の活性化」に取り組むための補正予算案が審議、
可決されました。
　　◆６月５日提出補正予算案：令和２年度福岡県一般会計補正予算（第２号）……………213億9,200万円
　　◆６月12日提出補正予算案：令和２年度福岡県一般会計補正予算（第３号）…………1,445億5,900万円

 新型コロナウイルス感染症対策

○生活困窮者の支援
　◦失業等により収入が減少した世帯を支援……170億5,251万５千円（４月補正：14億5,483万９千円）
　　◦一時的な資金が必要な方に対する生活福祉資金特例貸付の原資を大幅に積み増し
　　　［緊急小口資金：貸付上限20万円、無利子、総合支援資金：貸付上限60万円、無利子］
　　◦住居を失うおそれがある方に支給する住居確保給付金について、利用増加見込分を確保
○緊急短期雇用の創出
　◦緊急短期雇用を創出……20億1,394万８千円【新規】
　　◦学生、留学生を含め、働く場を失った方に対する短期の雇用を創出
○医療提供体制の強化
　◦医療提供体制を強化……17億74万６千円（４月補正：20億7,556万円）
　　◦ＰＣＲ検査時間を短縮する新たな検査試薬キット、感染経路の解析を行う次世代シークエンサー等を県保健環境研究所に導入
　　◦医療機関に配布するマスク（300万枚）、医療用ガウン（11万着）を追加購入
　◦介護施設における感染防止対策を強化……1,890万円【新規】
　　◦介護施設でのクラスター発生に備え、感染防止対策セット（ガウン、ゴーグル等）を備蓄
○子どもの居場所の確保
　◦放課後児童クラブ等の運営を支援……４億6,597万４千円（４月補正：５億4,442万４千円）
　　◦学校における臨時休業の延長や分散登校に対応する放課後児童クラブ、放課後等デイサービスの運営を支援
○相談体制、情報発信の強化
　◦相談体制を強化……5,124万円（４月補正：6,198万６千円）
　　◦新型コロナウイルス感染症一般相談窓口（24時間電話対応）の相談員を増員
　　◦「ふくおか自殺予防ホットライン（24時間電話対応）」の回線を増設
　◦情報発信を強化……7,959万６千円（４月補正：3,948万５千円）
　　◦テレビＣＭ、新聞広告、ＳＮＳ等を活用し、医療従事者への感謝の気持ちを表し応援を呼び掛けるほか、感染症に起因する偏見や差別をなくすた

めの広報啓発を実施

６月５日提出補正予算案【令和２年度福岡県一般会計補正予算（第２号）】の概要

６月12日追加提出補正予算案【令和２年度福岡県一般会計補正予算（第３号）】の概要

 医療提供体制等の強化と感染防止対策の徹底

○医療従事者等への慰労金
　◦感染リスクを抱えながら医療、介護等の現場で働く方へ慰労金を支給……299億9,738万円【新規】
　　◦感染症患者と接する医療従事者、感染した入所者と接する介護、障がい福祉サービス事業所等の職員に対し、慰労金を
　　　支給［１人あたり５万円～20万円］
○医療提供体制の強化
　◦医療提供体制を強化……287億8,344万１千円（４月補正：19億889万９千円）
　　◦感染症患者専用の病棟を有する病院における入院病床の確保（200床）、高度医療設備の整備を支援【新規】
　　◦救急病院等が院内感染防止のために実施する簡易陰圧装置の整備や消毒経費等を支援【新規】
　　◦医療機関や薬局等が感染拡大防止のために実施する感染の疑いがある患者とその他の患者が混在しない動線確保等の
　　　取組みを支援【新規】
　　◦クラスターの発生に備え、抗原迅速診断キットを県において備蓄【新規】
　◦不安を抱える妊産婦を支援……２億8,885万４千円【新規】
　　◦分娩前に実施するＰＣＲ検査費用を助成
○介護・福祉サービスの利用者支援
　◦介護・福祉サービスの利用を控えている方を支援……12億5,480万７千円【新規】
　　◦利用再開にあたってのニーズ調査等を実施する事業所を支援
　　◦通所を控えている障がいのある方の家庭を訪問し、入浴サービスを提供する事業所を支援
○感染防止対策の徹底
　◦学校等における対策を強化……39億8,000万円（４月補正：２億239万１千円）
　　◦全ての小、中、高、特別支援学校において、教室の消毒や少人数授業実施のための空き教室の活用など、感染防止、３密回避のための対策を実施【新規】
　　◦保育所、幼稚園、放課後児童クラブ等が実施するマスク、消毒液購入等の感染防止対策を支援
　◦福祉施設における対策を強化……84億3,804万４千円（４月補正：２億6,264万８千円、６月補正（当初提出分）：1,890万円）
　　◦介護、障がい福祉サービス事業所等が実施するマスク、消毒液購入等の感染防止対策を支援
　　◦介護、障がい者支援施設等が実施する多機能型簡易居室の整備を支援【新規】
　　◦濃厚接触者の子どもを受け入れる児童相談所の一時保護所に健康観察等を行う看護師を配置【新規】
　◦県警察における対策を強化……１億5,571万７千円【新規】
　　◦交番等に勤務する警察官に感染防止対策セット（マスク、手袋、ゴーグル）を支給
　　◦運転免許試験場にサーモグラフィーカメラ、飛沫防止用アクリル板等を設置
　◦地域公共交通における対策を支援……２億4,985万９千円【新規】
　　◦車内消毒、飛沫防止用仕切りカーテン設置等の感染防止対策を実施する地域鉄道、乗合バス、タクシー事業者を支援

⇨７面に続く

介護の様子

感染防止対策セット

血液浄化装置

学校再開後の授業風景

バ
ス
の
仕
切
り
カ
ー
テ
ン
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 事業継続の支援

○事業継続の支援
　◦「福岡県家賃軽減支援金」を創設……82億3,783万４千円【新規】
　　◦売上の急減に直面する事業者の事業継続を下支えするため、国の「家賃支援給付金」に加え、県独自の家賃支援金を給付
　　◦休業要請の延長に応じた北九州市内の事業者に対し、さらに家賃月額の１割を支援
　◦中小企業向け制度融資を充実……582億4,800万円（４月補正：382億5,300万円）
　　◦「福岡県新型コロナウイルス感染症対応資金」、「緊急経済対策資金」の融資枠等を拡大
　◦経営革新に取り組む中小企業を支援……４億3,094万３千円（４月補正：５億139万４千円）
　　◦飲食店によるデリバリーやテイクアウトなど、新たな取組みを引き続き支援
　　◦中小企業が実施する消毒、換気設備の導入等の感染防止対策を支援【新規】
　◦県産品の消費拡大を支援……５億7,209万９千円（４月補正：12億830万４千円）
　　◦県内小中学校等の給食に「はかた地どり」、県産水産物（マダイ、ブリ等）を提供
　　◦通販サイトを活用し、県産酒のセット販売を実施。県産酒の販売を促進するため、これを取り扱う飲食店を「福岡の地酒応援の店」として登録【新規】
○日々の暮らしに困っている方の支援
　◦ひとり親世帯を支援……10億4,840万円【新規】
　　◦生活が困窮しているひとり親世帯に対し、臨時特別給付金を給付
　　　［児童扶養手当受給世帯に対し、１世帯５万円、第２子以降１人につき３万円等］
　◦学生の修学継続を支援……4,183万９千円
　　◦感染症の影響により家計が急変した家庭の学生が修学を断念することがないよう、県立三大学、私立専門学校が行う
　　　授業料等の減免を支援
○学校再開の支援
　◦学校の再開を支援……９億4,264万２千円【新規】
　　◦臨時休業中の未指導分の補習における児童生徒のサポート等を行う学習指導員を配置
　　◦中学、高校において中止となった部活動全国大会の代替となる地方大会の開催を支援

 「新しい生活様式」を踏まえた地域経済の活性化

○観光の振興
　◦九州在住者を対象とした「福岡の魅力再発見」キャンペーンを実施……８億4,620万６千円【新規】
　　◦本県の宿泊施設を利用する旅行者の宿泊料金の割引を支援［１泊あたり最大５千円／人］
　　◦本県を周遊する旅行商品の割引を支援［１泊あたり最大５千円／人、日帰り最大３千円／人］
　　◦県内周遊促進のために利用するレンタカー代の割引を支援［１台あたり３千円］
　　◦ＳＮＳを活用し、県内周遊促進プロモーションを実施
○地域経済の活性化
　◦地域商品券による地域経済の活性化を支援……５億2,066万４千円（４月補正：13億6,276万５千円）
　　◦プレミアム付き地域商品券の発行規模を拡大
　　　［発行規模：183億円→233億円、プレミアム率：20％以上］
○リモート化の推進
　◦県立美術館、図書館のデジタル化を推進……4,398万８千円【新規】
　　◦県立美術館に所蔵する美術品をインターネットで鑑賞できる「バーチャル美術館」を開設
　　◦県立図書館に所蔵する貴重資料や郷土資料のデジタルアーカイブ化（デジタルによる記録・保存）を
　　　実施し、ホームページにおいて公開
　◦中小企業等のテレワーク環境整備や製品開発等を支援……9,982万９千円
　　（※４月補正予算では、中小企業のウェブ会議システム等のテレワーク環境整備等の支援費８億円余を措置）

ＪＲ日田彦山線復旧と沿線の地域振興に向けて
　沿線自治体とのＷＥＢ会議 〜大分県日田市も参加〜
　５月18日、超党派の県議らで結成された九州の自立を考える会の藏
内勇夫会長の呼びかけにより、同会所属の栗原渉議長、同会のプロジェ
クトチーム日田彦山線復旧問題対策協議会の松本國寛座長ほか同協議会
委員が参加し、日田彦山線沿線地域の振興策を議題として、関係する添
田町、東峰村及び、大分県日田市との意見交換ＷＥＢ会議が開かれました。
　会議では、今後、沿線地域の観光振興や地域振興を一体的に進めることや会議の継続が合意され、また、九州の観光振興に取り組む（一社）九州観光推進機構にも
協力を要請する方針が確認されました。

　ＪＲ日田彦山線復旧と沿線の地域振興
　５月24日、小川洋知事は日田彦山線沿線の東峰村の住民説明会で、鉄道での復旧断念とＢＲＴ（バス高速輸送システム）を東峰村全域の宝珠山駅まで延伸させる
考えを表明。これを受け、東峰村では、断腸の思いでＢＲＴでの復旧を容認するという苦渋の決断をされました。
　５月27日、東峰村の澁谷博昭村長と添田町の寺西明男町長が福岡県議会を訪問され、ＢＲＴ案を前提とした両地域の振興策についての要望書を九州の自立を考え
る会の藏内会長と栗原議長に提出されました。【写真①】
　５月29日、栗原議長、原中副議長をはじめ代表者一同は、小川知事が強い決意を持って、地域の方々の期待を裏切ることなく、日田彦山線復旧問題の最終的な解決
と東峰・添田両地域の振興という約束を確実に果たす
よう求める「日田彦山線復旧及び沿線地域の振興に係
る要請書」を小川知事に直接手渡しました。【写真②】
　６月23日、第４回日田彦山線復旧問題対策協議会が、
藏内会長、栗原議長、原中副議長、澁谷東峰村長、寺
西添田町長の参加の下に開催されました。会議では「日
田彦山線沿線地域振興策」の基本構想が協議され、原
案で合意されました。【写真③】

「福岡県日田彦山線沿線地域振興基金」を設置
　６月定例会において、平成29年７月九州北部豪雨により被災したＪＲ日田彦山線沿線の東峰村及び添田町の地域振興を長期的かつ安定的に推進するため、「福
岡県日田彦山線沿線地域振興基金条例の制定について」の条例議案および、「福岡県日田彦山線沿線地域振興基金」の補正予算議案が提出され、可決されました。

［基金の規模］10億円　　　［対象事業］東峰村、添田町における地域振興事業

はかた地どり

全国高校総体
（インターハイ）

原鶴温泉

ウェブ会議システム
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新しい正副議長が決まりました
　令和２年６月24日の６月定例会閉会日に、正副議長の選挙が行われました。議長には吉松源昭議員（自民
党県議団）、副議長には江藤秀之議員（自民党県議団）が選出されました。６月定例会

就任にあたって
　６月定例会におきまして、福岡県議会議長及び副議長に推挙を賜り、身に余る光栄でありますとともに、身の引き締まる思いでございます。
　県政は知事と議会の二元代表制であり、その一翼を担う私ども議員は、県民の皆様の身近に寄り添い、ご意見をきめ細かく県政に反映させ
る責務を担っています。このことを改めて深く心に置き、執行部との適切な緊張関係と連携を保ちつつ、県民の生命と健康、そして県経済に
対する脅威となっております新型コロナウイルス対策の推進と今定例会で議決されました「人獣共通感染症への対応力の強化に関する決議」
の実現をはじめ、県政の諸課題に取り組んでまいります。また、その経緯と成果は、この議会広報紙を通じて、皆様にご報告をしてまいります。
　これから、私ども正副議長力を合わせて、県議会の公正かつ円滑な運営に努めるとともに、政策提言の活発化や更なる議会改革に邁進して
まいる所存ですので、皆様の一層のご支援とご協力を賜りますよう、心からお願い申し上げます。

議会運営委員会
　会期、議事日程、会期の延長・休会、特別委員会の設置・改廃、議会関係の条
例や規則の制定・改廃など、議決を必要とする案件の取り扱いを協議します。

（
◎
印
は
委
員
長
、○
印
は
副
委
員
長
）

写
真
向
か
っ
て
右
か
ら

　
江
口
　
善
明
（
緑
友
会
）

　
西
尾
　
耕
治
（
公
明
党
）

　
大
塚
　
勝
利
（
公
明
党
）

　
佐
々
木
　
允
（
民
主
県
政
県
議
団
）

　
大
田
　
京
子
（
民
主
県
政
県
議
団
）

　
渡
辺
　
美
穂
（
民
主
県
政
県
議
団
）

○
井
上
　
博
隆
（
民
主
県
政
県
議
団
）

◎
秋
田
　
章
二
（
自
民
党
県
議
団
）

　
松
尾
　
統
章
（
自
民
党
県
議
団
）

　
中
尾
　
正
幸
（
自
民
党
県
議
団
）

　
十
中
　
大
雅
（
自
民
党
県
議
団
）

　
平
井
　
一
三
（
自
民
党
県
議
団
）

　
中
牟
田
伸
二
（
自
民
党
県
議
団
）

　
井
上
　
博
行
（
自
民
党
県
議
団
）

　
𠮷
田
健
一
朗
（
自
民
党
県
議
団
）

代表者会議
　議会の行事に関すること、議員定数に関すること、改選に伴う初議会の運営に
関すること、その他議会運営上必要と認める事項などについて協議します。
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■ 議会の庶務、経理　■ 本会議傍聴
■ 議会棟見学　など
TEL 092-643-3823
FAX 092-643-3825
E-mail  gsomu@pref.fukuoka.lg.jp

総 務 課

■ 本会議、委員会などの運営
■ 請願、陳情　■ 会議録作成　など
TEL 092-643-3827
FAX 092-643-3825
E-mail  ggiji@pref.fukuoka.lg.jp

議 事 課

■ 議案、行政施策、法令等の調査
■ 議会の広報　■ 議長会議　など
TEL 092-643-3832
FAX 092-643-3825
E-mail  gchosa2@pref.fukuoka.lg.jp

調 査 課
■ 議員提出条例の制定・改廃
■ 政策提言に係る企画支援　など
TEL 092-643-3806
FAX 092-643-3825
E-mail  gchosa2@pref.fukuoka.lg.jp

政 策 企 画 支 援 室

※次号（第37号）の発行は、令和２年11月下旬を予定しています。

議会事務局の組織と問い合わせ先

９月定例会のスケジュール（予定）
● ９月10日（木）　開　　　　　　会
● ９月16日（水）　代　表　質　問
● ９月17日（木）　代　表　質　問
● ９月18日（金）　一　般　質　問
● ９月23日（水）　一　般　質　問
● ９月24日（木）　一般質問・決特委
● ９月25日（金）　常 任 委 員 会
● ９月28日（月）　常 任 委 員 会
● ９月29日（火）　常 任 委 員 会
● ９月30日（水）　本　　会　　議

● 10月 １ 日（木）　決算特別委員会
● 10月 ２ 日（金）　決算特別委員会
● 10月 ５ 日（月）　決算特別委員会
● 10月 ６ 日（火）　決算特別委員会
● 10月 ７ 日（水）　決算特別委員会
● 10月 ８ 日（木）　決算特別委員会
● 10月 ９ 日（金）　決算特別委員会
● 10月12日（月）　決算特別委員会
● 10月14日（水）　閉　　　　　会
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※「ふくおか県議会だより」は新聞折り込みでお届けするほか、県の総合庁舎や各地区の県民情報コーナー、
県立美術館、県立図書館、クローバープラザ、市町村の窓口、県内ローソン各店舗などにも置いています。

※「ふくおか県議会だより」は点字版およびデイジー版（音声版）CDも発行しています。ご希望の方は、県議会
事務局調査課へご連絡ください。
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